
<研究の概要>

「うつ病の人を励ましてはいけない（激励禁忌）は本当か？」

「うつ病の人には休養が必要（療養，休職など）とされるが，
どの程度休むと良いのか？」

「うつ病は，いつでも・誰でも激励禁忌・休養推奨で良いの
か？」

これらの疑問を解決するための調査・実験研究を行い，産業・
労働領域や医療領域のメンタルヘルス問題に取り組んでいる。

<健康経営的視点に基づく労働者に対する心理支援の研究>

マインドフルネスに基づく介入（Mindfulness-based 
intervention: MBI）が，健康経営施策に及ぼす影響を検証する。
労働者のメンタルヘルス対策に関連して，心身の健康を，経
営的観点から考える「健康経営」の施策が講じられている。施
策の広がりの一方で，十分な成果が出ない・取り組みが持続
しない問題も生じている。これは，労働者自身の健康への「関
心・気づき」の程度が，施策の取り組みと関連することに由来
する。現状，この「関心・気づき」にかかわる健康経営施策は
不十分である。そこで，自己の内面への「関心・気づき」を促進
することを通じて，さまざまな疾病・障害の治療に効果をあげ，
一般労働者層への適用拡大も期待されるマインドフルネスを
用いて，「十分な成果を出す」「取り組みが持続する」健康経営
施策になり得るか，調査・介入研究を実施している。
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「うつ病」と一口に言っても，「誰が」「どのような理由
で」うつ病になるかによって，病態やケアのアプロー
チは異なる。こうした個別性の解明が急務です。


